
 

正方晶 EuZn2Ge2の低温単結晶 X線回折実験 
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 正方晶の結晶構造を持つ EuZn2Ge2は二種類の結晶構造が提案されており、

空間群 I4/mmmに属する ThCr2Si2-Type の試料では TN = 10.0(5) K[1]、空間群

P4/nmmに属する CaBe2Ge2-Typeの試料では TN = 7.5 K[2]の反強磁性体と報告

が成されている。我々は Pb フラックス法によって EuZn2Ge2の単結晶試料の

育成に成功し、得られた試料は ThCr2Si2-Type であることを決定した。磁化、

比熱測定から、TN = 15.0 Kにおいて反強磁性転移を示すことを明らかにし、

従来、磁気相転移点と考えられていた 8 K付近の異常は一次転移的であるこ

とを報告した[3]。 

今回、磁化及び比熱測定で 8 K付近の転移が一次転移的であったことから、

各転移点近傍での結晶格子の振る舞いを観測するため、単結晶試料を用いた

低温 X線回折実験を行った。一次転移的な振る舞いを示した 8 K以下で、最

低温(1.2 K)までに、c軸方向では 10
-5程度の格子定数の増加を観測し、a軸方

向では c 軸方向と同程度の格子定数の減少が観測された。格子体積は 10
-5の

精度内では大きな変化は観測していない。大きな体積変化が観測されていな

いことから、Euの価数が 8 K付近の相転移で生じている可能性は低いと考え

られる。低温での異方的な格子の伸縮の起源に興味が持たれる。 
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